
【別添２】（様式例２） 

令和５年度 自己評価・学校関係者評価 報告書 

                                      岐阜県立本巣松陽高等学校 学校番号 １４ 

Ⅰ 自己評価 

１ 学校教育目標 

学校教育全体を通じて、「知・徳・体」の調和のとれた、人間性豊かでたくましく生きることのできる

生徒の育成に取り組む。 

ア 学習活動を重視し、自己実現に向けた意欲的な態度の育成 

イ 規範意識の確立と豊かな心の育成 

ウ 自主・自立の精神の育成 

２ スクール・ポリシー  

『 育 て た い 生 徒 像 』 
グラデュエーション・ポリシー（ＧＰ） 

『生徒をどう育てるか』 
カリキュラム・ポリシー（ＣＰ）  

『どんな生徒を待っているか』  
アドミッション・ポリシー（ＡＰ）  

〇広い視野と確かな学力をもち、

自ら見出した課題に、粘り強く
取り組むことができる生徒 

〇自分の良さや可能性を認識し、

コミュニケーション能力を発揮
して、多様な人々と協働できる

生徒 

〇心身の健康を常に心掛け、自律 

的な生活ができる生徒 
 

〇基礎的、基本的な知識、技能を

習得させるとともに、地域との
連携を大切にして「探究的な学

び」を推進 

〇すべての教育活動において共感
的な人間関係づくり進めるとと

もに、「対話を重視した楽しく

わかる授業」を推進 

〇校内外の活動における主体的な 

取り組みを支援することで、「 

自ら考え行動できる力」の育成 

を推進 

〇自己実現に向けて、学習に取り

組み、何事にも挑戦したいとい
う熱意のある生徒 

〇自他を尊重し、人とのつながり

を大切にする生徒 

〇地域の一員としての自覚をもち 

、自主的な活動に積極的に参加 

したいという意欲のある生徒 

 

３ 評価する領域・分野 ◇「進路指導」 

４ 現状の分析 
〇協調性があり、落ち着いた態度で学習に真面目に取り組む生徒が多い。 
▲「自ら考え行動できる力」が弱い。 

５ 学校の抱える課題  

６ 今年度の具体的かつ明確な  
重点目標 

◇進路実現する力の育成  

○進路希望に応じた学習支援をします。  

○進路意識を高めるための支援をします。  

○進路情報を発信します。  

○ふるさとや地域を知る機会を作ります。  

７ 目標の達成に必要な具体的な取組 ８ 達成度の判断・判定基準あるいは指標 
（１）個々の生徒の進路希望に応じた個別最適な学びを実施し、 

進路実現に向けての確かな学力が身につくように支援します。 
（２）進路意識を高めるため、専門家等を招いて指導いただき、 

一人一人の良さや可能性を知り、自ら考え行動できる力の育

成を目指します。 
（３）進路実現のために必要な進路情報を提供するとともに、学 

校ホームページの更新を積極的に行います。 

（４）地域の特色や問題点などの現状と、それに対する働きかけ 
の状況や改善点を知り、将来にわたってより良い地域を築い

ていこうとする意欲を育てます。 

（１）模試等の結果から、進路目標を達成するための力が身について

いるかを判断します。 
（２）講演会等に対するアンケートの結果から進路意識が高まってい

るかを判断します。 

（３）「生徒及び保護者アンケート」の「進路情報の提供」「通信や
ホームページ」「地域との連携」に係る肯定的な評価が全て80％以

上になることを目指します。 

（４）活動レポートや参加者アンケートから、ふるさとや地域の未来
に関わる思いが高まっているかを判断します。 

９ 取組状況・実践内容等 10 評価視点  11  評 価 
・全校体制での補習や個別の小論文・面接指導を実施。校内実力
テストや外部模試を実施。（放課後補習・休業中補習、課題実

力テストを実施し、休業中の学習への取り組みを促進、外部模

試を活用した進路指導） 
・進路講演会・進路ガイダンスの実施。（２・３年進路ガイダン

ス、１・２年社会と未来の課題セミナー、PTA総会にての進路

ガイダンス、共通テスト説明会、保護者向けにWEB配信、現役
看護師による説明会） 

・学校ホームページの更新。（学校HPに、進路行事を掲載） 

・実習、ボランティア活動の促進。（本巣市内での幼児園実習、
岐阜県内の病院でのふれあい看護体験、本巣市内で小学生に算

数を教えるボランティアに生徒が参加） 

①生徒が主体的に、進路実現に向けて努力
する環境を整えることができたか。 

 

 

②生徒が自らの在り方や生き方について考

え、将来に対する目的意識をもつことが

できたか。 

 

③生徒及び保護者等を対象にしたアンケー

トの結果。 

④生徒を対象にしたアンケートの結果 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

12 
成
果
・ 
課
題 

○小論文・面接指導の申し込みが多数あり、全教員で対応し、きめ細かい指導ができた。 

○各種講演会を行い、進路に関する興味・関心を持たせることができた。 
○HP掲載を積極的に行った。 

○今年は数年ぶりにふれあい看護体験や幼児園実習を行うことができた。生徒の進路意識が高まった。 

▲外部模試参加への意識づけが課題となる。生徒の学びに向かう姿勢を育てたい。 
▲複雑化する入試に関する保護者への情報発信を詳しく行う必要がある。 

 
 総 合 評 価 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 

13 来年度に向けての改善方策案 

・生徒が自主的に学習に取り組む姿勢が低い傾向にある。生徒の学びに向かう力を育てられるよう各種行事の内容を再考していきたい。 
・近年の複雑な入試制度等について、教員間でも共有したい。また、保護者に対しても入試制度、出願方法などの情報発信を丁寧にして

いきたい。 

・来年度は新教育課程での入試になるため、対策や研究を進めたい。 

 

Ⅱ 学校関係者評価       実施年月日：令和６年１月２５日 
【意見・要望・評価等】  



・時代の変化に合わせつつ、生徒一人ひとりの進路の実現を応援する姿勢が大切である。 
・国公立大学への進学を目指す生徒を支援できる体制を期待している。 
・国公立大学合格者数は出口指導の指標となる側面があるので、目標を達成してもらいたい。 
 

 


